
事業名 犬・猫マイクロチップ推進プロジェクト －Dogs and Cats Home Again Project 2020－ 

 
 

団体名 犬・猫マイクロチップ推進委員会 代表者名 高橋 花菜 

事業実施総額 ４２８，２０４円 補助金額 ３８３，０００円 

事業実施日 
（または期間） 

9/3、10/4-10、11/15-21、12/1、 
R3/1/5、1/18、2/1、2 月下旬 事業実施場所 市内 

事業概要・成果等 

事業の趣旨 犬や猫が逸走して飼い主のもとに帰れなくなることを要望し、人が動物と快適に過ごすことのできる三沢市を実現する。法律
でマイクロチップの装着が義務付けられることを踏まえすでに飼養されている犬猫へのマイクロチップの装着率を向上させるた
めに官民一体となってこの法律の内容を広く周知することを目指す。 

活動の実施状況 ［参加人数（構成）］犬・猫マイクロチップ推進委員会メンバー５名、撮影協力者７名 
［実施内容］ 
活動実績 
9/3 犬・猫マイクロチップ推進委員会のリーフレット／ポスターについて、印刷業者と第一回目の打ち合わせ 
10/4-10 三沢市狂犬病予防接種に合わせ、獣医師会監修の犬猫マイクロチップリーフレット（３００部）を配布。 
11/15-11/21 犬猫のマイクロチップ装着啓蒙活動動画「犬猫のマイクロチップって何?」の撮影 
12/1~ リーフレット設置開始 
R3/1/5 Facebook の立ち上げ、活動報告及び情報配信開始 
R3/1/18 犬猫のマイクロチップ装着啓蒙動画「犬猫のマイクロチップって何?」放送開始（三沢市ケーブルテレビジ

ョン） 
R3/2/1 犬猫のマイクロチップ装着啓蒙動画「犬猫のマイクロチップって何?」放送開始（YouTube） 
R3/2 下旬 県行政機関窓口でのリーフレット設置、三沢市近郊の動物病院等へリーフレット／ポスターの設置開始。 

・リーフレット（３，０００部）、ポスター（１５０部）作成 
犬猫のマイクロチップ装着義務化について、リーフレットを作成し、三沢市内各所に設置した。また、青森県動物愛護センター、
獣医師上十三支部と連携し、リーフレット／ポスターの配布を行った。リーフレットデザインについて吟味し、ねぶたと土偶の
キャラクターを取り入れるなど創意工夫を施した一冊となっている。 
・犬猫マイクロチップ啓蒙動画の制作および三沢市ケーブルテレビジョンで放送開始 
当初、犬猫のマイクロチップ装着義務化について紹介する講演会を企画していたが、新型コロナウイルス感染症対策として急遽、
動画制作と三沢市ケーブルテレビジョンでの放送に内容を修正した。 
・獣医師の渡辺先生が監修を行い、台本はメンバーが一から制作し、配役はすべてボランティアの参加を募り実施した。撮影当
日は天候もよく、撮影時は新型コロナウイルス感染症対策として、検温や体調確認を十分に行い、撮影以外の時はマスク着用を
徹底した。放送は令和３年１月１８日より当面の間、毎月一回放送される予定。 
・三沢市狂犬病予防接種の会場にて、リーフレットの配布（３００部）代表が参加し、犬猫のマイクロチップ装着啓発を目的と
してリーフレットを配布した。 
・ＳＮＳによる活動報告及び情報配信 
当会の Facebook を開設し、活動を紹介している。 

事業のＰＲ方法 ・R2/10/4~10…日本獣医師会のマイクロチップ啓発リーフレット配布(300 部) 
・R2/12/1~R3/2…末日当会オリジナルのリーフレット／ポスターを市内各所（15 か所）へ設置（１～２週間ごとに在庫の確認
を実施。 
・三沢市環境衛生課より新規畜犬登録者へ配布（30 部）、青森県動物愛護センター、青森県獣医師会上十三支部、しっぽの願い
＠青森へリーフレット／ポスターを配布 
・R3/1/5~ ＳＮＳ(Facebook)による活動報告及び情報配信 
・R3/1/18~ 三沢市ケーブルテレビジョン「犬猫のマイクロチップって何?｣放送 
・R3/2/1~ YouTube「犬猫のマイクロチップって何?」配信 



 ［市民への波及効果］／［良かった点］／［悪かった点］／［改善点］／［参加者の意見］ 
 この度は、三沢市協働のまちづくり市民提案事業にて当会の活動をご支援いただきありがとうございます。新型コロナウイル
ス感染症のため予定を大きく変更し、また、印刷物の打ち合わせなど大幅に遅れたことから、２月末までの実際の活動期間が短
くなってしまったが動画撮影、三沢市ケーブルテレビジョンでの番組放送など、様々な方々の協力で「犬猫マイクロチップ装着
義務化」を三沢市の皆さんに知っていただく機会が持てたことは、大きな成果だったと実感している。三沢市の波及効果として、
令和２年秋の、三沢市狂犬病予防接種期間に獣医師会のリーフレット３００部配布した。 
令和３年１月１８日より２月末までの三沢市ケーブルテレビジョンにて「犬猫のマイクロチップって何?」の放送を概ね毎日実
施し、２０２１年内は休止期間を挟みながら定期的に放送していく予定となっている。また、令和３年２月より YouTube による
動画配信を開始し、若い世代の犬猫飼養者に対しても、マイクロチップの存在を周知できればと考えている。加えて、三沢市ケ
ーブルテレビジョンの放送に合わせ当会オリジナルのリーフレット／ポスターを市内の動物病院、市役所、図書館、飲食店、温
泉等など、三沢市内及び三沢市近郊に１５か所設置し、リーフレット役７００部を配布、ポスター１１枚を掲示した。また、獣
医師会上十三支部や、三沢市を中心として、活動しているしっぽの願い＠青森からも協力いただき、今後三沢市を重点的に上十
三地域内での配布を予定している。 
 今回しっぽの願い＠青森、三沢市環境衛生課（リーフレットの配布協力）、日本獣医師会（獣医師会のリーフレット提供）。獣
医師会上十三支部（リーフレット配布協力）青森県動物愛護センター、様々な団体のご協力のもと、当会の活動が達成された。
また三沢市内、市近郊の施設・店舗の協力を得て、たくさんのリーフレットを市民の皆様にお届け出来たことは大きな成果であ
り、ここで改めて深くお礼申し上げたい。特に三沢市環境衛生課様とは今後も市のイベント・活動に合わせ犬猫の適正飼養を促
し、犬猫のマイクロチップ装着について、啓発を行っていきたいと考えている。新型コロナウイルス感染症の影響で、当初予定
していた講演会は中止となったが、自粛期間など市民の在宅時間が延⾧したことで、三沢市ケーブルテレビジョンの放送や
YouTube 配信によって、犬猫マイクロチップについて多くの方々に紹介出来たことは非常に良かった。市内動物病院ではリーフ
レットが大変好評というご意見を頂戴した。青森県内でドッグトレーナーをされている方からは、「とても分かりやすく犬猫のマ
イクロチップについて伝えている。たくさんの方に見てほしい。」とのコメントをいただいている。犬猫マイクロチップについて
全く知られていなかった三沢市でその認知度がいくらか上昇してきているように思う。 
 自粛期間が重なり広告業者との連絡に時間を要しリーフレットとポスターの制作・完成に大幅な遅れが出てしまった。今後は
団体メンバーときちんと業務分担を行い、円滑。迅速に活動を進めていけるよう努めていく。この活動を通して、動物管理法な
ど犬猫マイクロチップの有用性はほかの地域と比較しても非常に高いと感じている。青森県動物愛護センターの統計によると、
上十三地域からの犬猫の引き取り数は県内の他の地域に比べても非常に多くなっている 
 犬猫マイクロチップ装着義務化を発信していくと同時に、飼い犬・飼い猫の適正飼養について、三沢市、青森県獣医師会のご
協力のもと、当会の動画監修を担ってくださった獣医師の渡辺先生を含め、当会一丸となって、来年度もさらに活動を広げてい
きたい。 

今後の展開  令和２年度は、犬猫マイクロチップ装着が法律で義務化されていくことについて、三沢市民に知ってもらう為に、三沢市ケー
ブルテレビジョンの協力を得て、啓発動画を放送し、リーフレット／ポスターにて広く周知を行った。次年度は犬猫マイクロチ
ップについて認知度を高めていくための広報活動を継続していくとともに、犬猫マイクロチップの装着が実際どのような場面で
有効に機能するのか、例えば災害時に飼い犬・猫がマイクロチップを入れていることで自治体や地域住民、飼い主が具体的にど
のようなメリットを期待できるのかを紹介した上で、犬猫のマイクロチップの装着のみならず、日ごろからの飼い犬・猫の適切
な飼養管理について、わかりやすく体感できる場を設けていきたいと考えており、新規メンバーと協力しながら、活動していき
たい。 

事業の様子  
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